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福舞県丈叢鉱覇矢ノ磐地鷹の物灘探鉱

一。一嵩濾．交代鉱床に噌対する自然電位法の適応性について鴨
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　福井漿武生毒一輿文室の文餐蕉鉱山矢ノ谷坑嗣辺にお、ギで

商温交代鉱床に対す，る淺然電位法の適応性を検討した．

藏1麟聡激叢f孫三イ鴛ぜ）窯1サ／〆ン戸穿識ノレ・ス￥事ξご擁茶蘇台さ毒㌔恐スカノレン・

帯と密接な関係があ！1），磁硫鉄鉱を鋒なう亜鉛・鉛鉱床

である．調査方法煮えノてはほか紅沈抵抗法および磁気篠

裁凱を｛井月讐しノ蔦笥

　調査齢結果各方法とも特徴的な掌徴を得，鐵然電・位接

の適応性が認められ護）とともに，この種の鉱床に対する

物理探・鉱の今後のすす鍵）方につい幅ぐ有益な示唆が得ら奪笑、

た．

嵐．緒　　鴬

　華i羅蓄糞3鍾灘縫（｝端2（ll三葺ゐ、ら驚2欝1覇，　桑窯／鳥鎌1病ミに、餐シする難糞奪

電位法の葺嚢応性検討を主題とし、て，福井県文室1鉱巨．1矢／

二谷糞艶区グ）脅1謬黛聲周璽釜を実施した。

　金属鉱床の物理探査法として，電気探鉱，特に廷1然電

位法は最も一般的に普及し，多くの成果をあげているが，

鉱種あ恐いは鉱床の型式等轍よ診適応性に譲異のあるこ

とが経験的にうかがわれている．慧の間題は自然電位法

の根本的，かつ…殻的な研発の1嚢1凝に伴なつ饗ミ隼払か

　　寧　醤舞逃翼擬選墾難…

になるものと卿膏寺されるが，一方！こおいて特定ヂ）地域あ

恐いは鉱床に対一貧蝿る適応督三を検討することも当戴1の鉱麟ミ

探査上必要である、，本調査はかかる観点から実施された

もめで，慈1然電位法を中心として磁気探鉱お、よび比抵抗「

法を／井硝し，総合1約な検討懸試みた。、

　調査鵜伴なう測線の設定および地形測量は技ぞ赫部測議

1撮ぴ．γ大哲悼藁窪吉力慧還．ミ熱しゾご拳

　調査に際し便宜を与え1三ンれた三井金／、講鉱li．1株式会祉鉱

1．1．1審碁，　雛妥講毒窪串δよるド欝樽煮藝露ぎ銘球調登欝く答髄笠／こ奏｝して／蒙く韓1捧し

1騨しpと1デる、，

驚．　イ立麗および交懸

　文室鉱山は鑛耕二県武生市奥文室にあ三），麟鉄北陸本線

鰐鴛懸三響蔓の東誉翫醜薩£澱二鋒勺駐k凱にあたる。講糞鉦1山の鋭1区、は

奥文室部落を含めてその懸方から南東方一帯に及んでお

至／，多くの鉱床が散在しているが，本調査の対象となつ・

た矢ノ谷地区は部落の幽東方至薫距離に位置する。

　調査地に至る轍は武生駅から福井鉄道南越線にて五分

市駅菰下車U，徒歩約覇遺瓢　で奥文室部落に達する。な

お玉分市一奥文室間の道路はトラツクの通行が可能であ

る（第！図，2（）万分の三地勢図r岐阜」，　鍵フy分の暮也

溝刻烈rブ爵野」）、，

7（）一・（繁擁）
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講．　地形・地質および鉱確

　本鉱出ぎ）周辺は武生市爾東端の乳1．1地に属し，大平由・

唐木嶽・野兇ケ嶽等，標高約慈（）○一70（｝鷲の山々か鑑）なつ

てい蕎．

　調査地は素平山の南鱗麓にあたる西糸i醸で，区域内の

高低差が約欝○驚揖），傾斜はやや急であ蕎。

　本鉱乳購激太平洋戦争に伴なう人員，資材の逼迫に、篤こつ

て昭和鴛年以降休山してお勢，地懸1床に関す懲公的資

料が乏しいが，鉱業権者から提洪された資料および隔井

県発行の概1蘇乙よれば，大要は次のとお墾であ翫

　地質は主と瓢て多1ギ生代の砂岩・頁岩・蕎灰岩およびそ

れらの変質鳩（多くは準片麻岩）からな！），一般にホル

ンフ、舜レス化鄭ている。その走向は一定しないが東藤性

を示すものが多く，鎌斜も3（）一8（ySと薮々で部分1杓に背

向斜をなしている．古生層を貫く火成岩撚、て嫉，花騰

岩類嘩諺斑岩・石央粗面岩および輝石安出岩等が認め

軽れる、．

　鉱／未はホノレンフ溝ノレス申に介在する石灰岩層を二交代レ

た高温交代型で，スカ。車ン帯中に庁鉛鉱・閃賑鉛鉱およ

び磁硫鉄鉱が濃集あるいは鉱染し，一部に黄鉄鉱化作用

も知裟れてい轟．府むルン’は透輝石を主とするものと灰

鉄輝石を主とするものとがある．唐木嶽を藝1心とLて標

高約慕○○一沁雛購問に多数の既知鉱床や露頭があ登，灘

初はそれぞれ不規則塊状鉱床とみられていたがそぴ）後の

検討によ陰，鐘、床は特定の数枚の屡準に胚胎されてい帯

ほか，各鉱床についても明らかに構造支配が認められる

とLて，現在では…種の層状鉱床とする見解がとら燕て

いる礁

　矢ノ谷地区には一帯にホルンフ罵ルスが分布し，矢ノ

谷薫号（約嫉伽，ほぼN縣忍方向），慧号（約雛m，饗

蕪ゲ粉，　申切（約50撚，N憩灘E〉，およびs号（糸協○

撚，鎚㌍鷺）等の各旧坑がある。これら鈴うち主体を

なすものは慧号坑および申切坑で，それぞれ2枚の鉱体

が知られている．坑購糖互の位置が資料と現地とで多少

相違し，坑内測量は実施園難であつたため第鴛図瓢坑道

図を付記することは省ll寝七た．

盛．　調沓鷹域および方法

矢ゾ谷申切坑1二1を起、嶽として慧本の測線齢（）雛問隔に

　け，各測線護二蒲驚ごとに測点を配した。それらの醗置

状況は第驚図のとおi）で，各測練のN撫．○一蒙○を測定し

ブ貿，鴛妻坑付近の測定結果紅よつてギキーサー∬一銭慧

の簸囲を遺加したもぴ）である、

　調査方洗とLては慮然電位および鉛慮磁力の各分布藪

全域について測定したほか「ア，窃，オ，カ，ケ，サ．i

の各測編、轍おいて窯極法によ繋比抵挑水平探査を試み

た。

　霞極閥隔は，測線が短マ．・ためご研緯聡および鴬○雛の濤

種類φみとした、、

　使用機器は， 辣探鉱は地難調査所型讃気探鉱器，磁

気探鉱はアじ効嵩ア社製シ．．黒寮ト型磁力謙であ恐．

雛，　鯛齋繍羅

羅識　灘然驚位法（第3図）

本区域の虞、l！、電位分布には出約35（）瓢Vの変化が認め

られ，分布傾向が明確で地形と鈴関連性は著しくない．

顕著な低電位異常が亙号坑の南方および黛号坑，中切

坑の東方に認めむれ擦ほかヂアー2（／．i，rキー慧厨群．i，

rオー暮脚憩脚カ…繋酬勲、」お、紅び「アー一3解ク」珪

のそれぞれ付近に一…数憩瓢V前後¢）低電位帯があ！），震

た微弱な低電位帯がヂ凱サーマー戦！，　「購一捻脚騒

」およびドアー鞘礁付近に認められる．

　これk対して高讃位帯はi”アー慕一鴛雌から東方への

一帯およびドキ，グー窮か鑑）同じ．く東方にかけてそ

れぞれ広く分布レ，欝や局部的なものがドウー露岬4」

の付近に認められる．

　嚢然電位降下に関連す鵜要素とレ℃鉱化作灘のほかに

岩質もるいは変質作用等も無視し得ない轍とがしばしば

論纂貸れているが，本藤1域の場含は薯レい示徴が既知鉱

床周辺に限られてい楼ζとおよび地籔条件かむみて，低

灘位異常は主とUて紘化作用轍基づくものと考えられ

る鱗

　歎議磁気探鉱（第爆図）

難一（麗5）



　　　　　地欝調鷲蕾薦報　（第欝誉　第3婦）
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　麟然電位と同じK鉛直磁力の分布も博鮫的明確で，主

要な磁気異常韓漁号坑南方をはじあとしてヂカー工幻お

よびド瓢一一姦陶カー一魂．1の周辺に認められる．そのうち

三号坑南方の承徴は正および負の明確な異常をなし，簸

の露ヵ所の正異常はその申間に漠然とした負異常帯が現

われてい懲．これらの示徴のほか鐙局部的あるいは微弱

な正異常がrアーヴー2一撫．1¢）範囲やr諜…属．i，ドオ

ー（）、熱ヂカー§．1，紡一蚤別，ドケーユ8、／，ヂケーマー

講醜講一…8瀕弱および「サ…一憩一膿．／等に散在してお

勢，麟、、異常は前記のほか区域北東縁部のヂア…慧磁倉～

オー畷参」難　ドカ脚ター一欝酬鷺o雌および　rサーly酎呂～．iに

1分布している，，

　磁性体を明らかにするために岩畢ず試料について検討し

た結果，灰鉄輝石を主とするスカルンにもきわめて微弱

ながら磁性の認められるものがあつたが，磁硫鉄鉱が圧

倒的に著しい磁性を有するこ潔が確かめられた。

　謬．謹　就抵抗法（第蓉・蓉図〉

　比抵抗測定は測点密度が粗いうえ．折からの伐採作業

に遭遇して工号坑の北東方一帯の測定を欠いてお窮、自

然電位および鉛直磁力に準じた表現を用いることは必ず

じも適当でないが，測定範闘におけ擦概略の比抵抗分布

はうかがい得るものとして…一応の分布図を作成し。た鎌

　第銭図によれば，漏積的に最も広く分布するのは黛○酬

3（）k蕪£騰の，見掛け匙抵抗値で，これを串心とし、て約鐙岬

憩繍論朧の億が分布レている．

　褻ず，　ヂア．i酬「カ」線問では「アー盆慧　芝輿からN

w－s忍シ膝の騰廷慧塗戴抗帯が分布し，　rアーむ～オー一〔）岬

薫
． 目類司膿くNW－S鷺雛三の低比癒1抗帯が認められるが，

この噺爾の地城では比抵抗分布嬢絢がかな！）複雑であ

る．すなわち高比抵抗部脅監地形的な尾根にあた懲ドアー～

2一祭」，　rウー韓　慕」および「．オ…雄一蔵ηのほか

　rアー一7削8羅き　　ドヴー蟹）脚欝．1および「オー一驚脚姦脚

ヵ一奔一3ゴにそれぞれ分布し低比抵抗部はrアー欝

、iおよびドオー7脚＄脚カ…鼎岬i難．iに認められ愚．な

お，最初に述べた演W－S恥瞬三の高比抵抗帯申，ドアー

三8」，　rヴー一i7．1鮮　r．オr懲」およびFカー！絹の各套憲融で

では明らかに態抵抗の低下する傾向がある．

　次にrゲ、1一「サ」線間では1憎ケー飛4一サー灘一！鰐

　ヂケー一3脚7酬華一一3牌蕪」ヲ　ドケー一§欄！（〉騨1お．ね毒ξr

サー翻脚3／」がそれぞ塞先、高比抵抗を示し，　低地抵抗は

ヂケー一∬～ぎ」　ヂサ・一ぎ．1と↑ケー一3」とに認められ嶺壺

　電橿誌縄隔を黛（〉mに燈妻大した；第6臨iでは発掛け比抵抗漆窯無

よ1麟ド均化懸れ恐結果，第釧灘に比して地抵抗分布が一

般に単純とな1ヌ，第難図の小規模な変化のうち就は不明

1捧1とな鷺ズごい恐もグ）もあるゆ騒霞／縁とLてはほ尋粛誕羅縫きLドぐ

いる．第蕪図における特微的な比抵航分布は第4図に

73～（無7＞
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福井癖文室鉱山矢ノ谷趣鷹の物理櫟鋸（小谷斑隆．嚇斉藤友黒郎）

認められない段一4畷一カー3一窮の低駕抵抗部
である。

　感然電位および鉛薩磁力の分布を比抵抗分布と対照瓢

てみると，載）鉛直磁力の著レい異常部ではω罵憩撚，

　膿Q黛鐙）いずれも比抵抗が顕著に低く，蘇）隣然電位

の著Lい低電位部では参罵⑳撚の比！蟻抗は明らかに低い

方烹蕉諜魍）瓢のま類掌黛勢㌃漆窯r，オー鷺爆4酎カー（＞酬3」の，よ

うに・や・や糞鶉プくづ鼎る場含もある。　寒たc）／t餐甥究潔！建こを・ガ欝

なつた測線饗．，濾微弱癒いし小規模な際然電位，あるいは

鉛薩磁力の異常部は中～高シヒ抵抗帯に属きする、

　このことか！胤，主要な鉱化帯は誌畷雛1穆度の水平探

査において明瞭な低比抵抗を示すことが考えられ愚。

　第5鍛においてrア…薫．鐵輝肋一劇に断続してい

贔低比抵抗部は，例えば断層のような鰻慧構造的な異常

部の存在する鳳とを示すものかも舞1離、ない．

鑓．　調沓楽薦黒綜離撃劇轟濯愛察

　各方法による調査結果を総禽すれば3本区域における

説要な翻1化馨糞漁薫一驚彰旗の南プyと2雀憂南ノ竃・中拶ヲ蔭瓢のヌ餐．方と

のウヵ所である．

　i号坑の南方には磁硫鉄鉱を主とするかあるいは鳶わ

めて磁硫鉄鉱に富んだ鉱体の賦存が推翫慧蕊覧磁気異常

の／頃向から磁！蛸は機状に類している可能性が強い，，

　窯摺坑・中切坑の東方における示徴は低議位帯と磁気

異常との分布傾向が工欝坑南方グ腸合とはやや異なつて

，お1），磁硫鉄鉱が鉱化帯申にNWW輻　滞状に連続また

は断続しているものと：、懸われる。この場合ドキー緩岬寒

」付近に自然電位降一1ぐが認、められないのはrキー3．！付

近に至るN鷺性の沢一一帯が前述凝）伐餐署乍業によつて不安

懲際地表条締となつたためであろう。瞬様のことが　ザク

ー薫3」お、よ“びドキー一i4」のl／滋粂鷲義誰暫嘗5紅おけ馨自婁嚢電嚢窯

分布についても驚えられる。　轟淵欝矯の比抵抗分鵜轍お

いて中切坑東方の低，磁位帯にゃN醐比抵抗の部分が認め

られている、ギ、、に関し．，坑内の比抵抗測1磁1によ！）瓢化帯周

辺の比抵抗分布を観察することが磁要と灘えたが，　　　

が予期以．、．1二二に荒廃L・ていたため実施L得なかつた、、した

が鷲ブぐこの葺．毒露コヒ／二蟻彩t力圭毒童嘱ヒ｛乍手鷺に隈葺嚢歎柔るか覧　凌〉るいは

地嚢付近の影響であるかは明らかでなレ・．この、轍を究明

するには，坑道改修後輪騰度本鉱1 llに対する検討の機会

を設けるかあるいは，鉱化作用を岩署物性の立糞勢で観察

す鳶一般的な問題に関連するものとして取扱うかのいず

藩Lゆ蔦壁ξ慶〉ろう。

　既知鉱，床付近の主要な暫醤数部が低比を氏お敏を胃鮭．、！ぐいる

のと対照的に，微弱な異常部疑）多くのものが申一高跳抵

抗帯にノ，靴ていることは本調査結果における特微的な傾

1向脚ぞある、　その隷ぬ謡にあつてr藩喧一一婁酬難》脚力｝一嚢酬ヱ2、／

の低電位滞のみは明らかに低比抵抗が分布レ，最大数

慧）（｝γの！灘気異“常を・禽ん刷響いる．薫でも携驚毒凱皿ヒ璽薯嚇考のもて

る箇所であ懲、低電位帯と磁気異常とが位置的に多少構

違しているが，　rキ」線の地撃条件が正常であればrキ

ー！誌～工烈の低電位帯に遠なることも考えられ，磁無異

常に地形的な影響が含鼠れる可能性もある．襟の位置的

な禰違につ・いて明らかにするにぱ，さらに測、轄密麿を増弓

レて精査を行なうこども一方法である．この異講帯は中

切坑東方の巽常帯唱とも隣接しているが比抵抗分布からみ

て別欄の鉱化帯と考えるのが適当であろう、、

　微弱ないし局部的な自然電位，鉛直磁力の異常も寒た

鉱化作用に基づくものと考え嚇薩・が，その大部分が既

女1趨鶴柴付嘩猛とは明1払か幡夢纂なつた中｛購溺勲菰峯舐蔀讐藷に！萬レ

ていることに〆ついて，歌）鉱化作用がぞ数弱であるか，1））比

抵抗に関L、て1壽種類の鉱化作用が梅／謹三する跨か，あるい

はの中切坑東方の示徴部における葬．縫駄抵抗部とも関連

毛〆て警鉱化帯における比抵抗分布が複雑で鮮鉱床探査．㍍

対する比抵抗法の適応性が乏しいことを慧味するものか・

の3つのケー．スが灘えられ．〉．自然灘位および鉛直磁力

‘マ藻1かが微弱な、輔鷹のみ着懇すれば上記銑）3条件櫛うち

のに相当する可能・ll／lが最も強いが，調査の範餌が比較

的小さく，区域周縁部の異常につい環，藩細な状況が明爵

かでないことを灘えれば，姦らに各種の繕討＿i棊て結論

藪求めるべき闘題で牽蚤。

響．結　　論

　浅）　本1幻繊の自然叢位降下は主とし　　編鷺用／蔦関遠

するものと縁え．ら煮臓、，その、誕昧では鍵短塞！梁三幾iに対吟する麟

舜癬讃赫立法くσ二残薗／∫欝・1盤力＆霧忍図，｝1驚諭しる費

　しかしなゆ＆ら噂誘敷ぴ）薦ギ気〆い感蕩嶺翰と薫蔭鮫1約／激響§な壕勢舎と

があ勢，微弱なものはさらに比抵抗分布に閣して縫比抵

イ宛鷺鷲と申撫鷲、講ニヒ葦黛む鷺妻誕とに分ンか壽℃『ぐ“いる。瞬瓢調欝葬では動集

較的小範囲の地表調査に終始し，比抵抗と鉱化作用との

関遠性についても充分な検討を行ない得なかつたが，税

在の段階では蕊ず／駄灘、位，低比抵抗の示徴に注麟すべ愚

であろう，

　磁気探鉱による孝徴は明確であ蜂，磁性体が探鉱皿ヒ，

有力な指針にな！）得る黒とが明らかであれば，薩接的な

探鍾、紘として重要な雇、義がある、、Lたがつて肇この種の

毒幻未の！業．査には…応：，誰鰭薯に．諏つて掘気携離歎がご寄一疑しう

恐可能性を検討する必要が、　、

　2）　鉱床学的な舞、驚から，本鉱山の鉱床は特定の轡準

に胚胎されるものとみられてお1驚，本調査結果において

も・代表的な慧欝｝所融遜蕪t〆い胃イ音難がほぽi鱒一一の壕票騰に麟ヌ

7慕一一（窯慕験）
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められてレ・ることは興！球があるが，　この闇題はむしる物

理探鉱による地質購造の検討に附随するもめとして別偶

の観、点から考える必要がある．

　鋤　矢ノ谷坑の開発が考慮される場合，優先的に検討

されるべき簸1野はヂ灘二一蓬恕難藷一ヂオ・一 ！M岬「カー一

蓋器講岬じクー鴬」脚ド：芝一・一遜脚（）、iの範、囲である、既春二

坑道との対照は困難であるが，B碧坑については特に下

盤側の探鉱が期待される．

　4）今後の閥題として考えられる、報愈2っある、すな

わち，その蓋つは広範翻の調査を行なうことによつて本

区域燭縁部における諸異常の櫨究と大局的な鉱化帯の把

擬縫とを図ることであ！），ず也の1つは鋤Ω末繹彗渋鷹における比

三紙抗その他の物理性を坑内あるいは試錐孔内において検

討することである、

　後者1こ関連レて，坑内あるいは孔内の測定が鉱床探査

に潜める役割およびさらに積極約に探査手段撫しで利

用しうる可能’醗の検討が行なわれるべきである。これは

鉱種あるマ・は鉱床の型式等の条件によつて程度の差はあ、

るとしても金属鉱床の物理探査全般に通ずる問題と灘え

ら壽㌻る篭、　　　　　　　　　　　　（1綿翁、侶遮鋒畿（）月調蕊三）

i）　・福ヂ毒二県1

2）　大規舞轡受1

蹴獣

地下資源の全貌，1）、蝋）～娼5，揚瓢

一欝53

文室鉱1．国こおける電気探鉱，京都大学

工学部卒業論文，／鷺9

？6一一（2γ（））




